
2026年

※ 今週のアウトルック（3/30～4/3）

　先週は再びドル高が強まりました。

有事のドル買いとなり、円に対してだけではなく、ユーロやポンドに対しても

ドルが買われました。

　今週も、イラン情勢に解決の兆しが見えない限り、この状況は続きそうです。

早期解決が難しいという見方がさらに強まれば、

もう一段ドル高、原油高、株安が進む可能性はありそうです。

　先週のドル円は、週末に再び160円台に乗せてきました。

160円台に乗せるのは2024年７月以来となります。

　今週もイラン情勢の解決に見通しが立たないようであれば、

更に円安ドル高が進む可能性はありそうです。

ただ、介入警戒感は強まりそうなので、

一度利益確定に戻される可能性も考えられます。

ドル円の予想レンジは、157円～162円です。

　ユーロドルは、再び1.15付近まで下落してそのまま週末を迎えました。

1.14付近まで下落する可能性はあり得るように思います。

　ユーロ円は185円台を目前にして、膠着状態が続いています。

今週も、全体的に円安が進む中でもユーロドルの下落が続く状況下では、

185円以上に円安が進むことは難しいかもしれません。

ユーロ円の予想レンジは、180円～186円です。

　ポンド円は210円から213円後半付近のレジスタンスをブレイクできずに

膠着状態が続いています。

ポンドドルが1.32付近で下げ止まれば、213円以上にポンド高が進む状況が

見えてきそうです。

ポンド円の予想レンジは、207円～215円です。

　WTIの原油先物が再び100ドルを突破してそのまま週末を迎えました。

一方NYダウは45500ドル付近のサポートラインを、どうやら週末に

割り込んでしまったようです。

しばらくリスク回避相場が続きそうです。
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